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ふりがな いいね いばしょづくりねっとわーく 

団体名 INE（居場所づくりネットワーク） 

代表者名   片山 浩子 

連絡先 

住所  岡山市北区舟橋町 ２−１０ 

TEL  ０８６−２３１−５２１１ 

E-mail  ineokayama@gmail.com 

URL   https://www.ineokayama.org 

設立年（西暦）     ２０２１  年 

助成活動名 居場所づくりネットワーク 外国にルーツを持つ親子を支援 日本・岡山の実家  

助成額     1,500,000 円 

活動内容 

目的 

当団体は、岡山で在留外国人が暮らしの中の困難さを解消し、自ら自立へ向けての

力を育成して行く第一歩として就学前の外国にルーツのある子どもと保護者の居場

所づくりを目指している。また今までの活動を通して、在留外国人は同じ立場の外

国人の友達をも求めていることがわかった。つまり、日本人との関係・外国人同士

の関係という双方向かつ複数の関係性の構築が必要であることが明らかになった。 

定期的な集まりの開催と、リラックスできる関係性を生むための事業が望まれる。

やはり自分を受け入れてくれると思える関係を作りながら、日本についての勉強が

できる場を設けることは必要であると考えてその場づくりを目的とした。 

子ども達にとっても、楽しみながら年齢の違う子どもとで出会うことで親戚の兄・

姉・弟・妹に近い関係を作り、多様な関係性を作り健全な育成を目指す。 

 

内容 

 
基本活動としては、以下のように事業実施のための会議（１）と外国にルー 

ツを持つ親子対象の事業（２）を実施した。 

(１)については、事業実施に関しての毎月１回役員会開催。毎月２回プログラ 

ム担当者会議。 

(２)については、2022 年度に貴団体の活動助成を頂戴することができたので、 

毎月第２・第４週土曜日に外国にルーツを持つ親子を対象とした事業を実施。 

年間２３回開催。 

その具体的な内容は、ⅰ全体活動とⅱグループ活動に分けて参加者の実状やニ 

ーズを考慮しながらプログラムを構成。 

ⅰ全体活動 

 挨拶、歌、日本文化、絵本の読みきかせ、楽しみながら日本語に触れるリト 

ミック、工作など、毎回テーマを決めてそれを反映した活動。楽しみながら経 

験値を増やす、日本語に触れる、友達を作る場面となるように配慮。 

ⅱグループ活動 

     グループ①親子一緒のリトミック、工作など 

     グループ②日本語学習（希望者対象） 

     グループ③ビザ・就労に関しての個人相談 

また、季節によっては日本伝統文化に触れる体験を実施。 

成果 

本年度の INE の参加数は延 476 人。一人一人を大切にという姿勢で活動を積み重ね

て来た。受容されるという安心感を持って参加ができた。遊びを通したプログラムで

友達作りや日本文化・習慣の体験ができた。今年度は、「準備・片付け」「並んで待つ」

「ゴミは捨てる」など生活面で就学を見据えた練習を重ねて定着ができた。保護者同

士も繋がりが生まれて日本で暮らす課題を共有し、先輩ママ（スタッフ）にアドバイ
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スをもらうようになった。 

日本語学習についても、子どもの成長に合わせて保護者自身の日本語学習への意欲が

増して、子どもと一緒に学べる日本語教室が定着した。 

高校生や大学生など若い世代がボランティアとして参加してくれた。若い世代に当

事者である外国にルーツのある親子と出会ってもらったことは多文化共生社会を作

るために意義があった。在留資格相談や就労につていの相談も受け、生活相談では

子どもの地域との交流で公民館と連携をした。 

今後の課題と対
応策 

 
今後は課外活動を取り入れて、他の団体等との連携を図り経験値を上げて行く。また、高校や

大学等へのボランティア依頼を継続し、スタッフも増員を図る。日本語学習についても学習者

のニーズに寄り添うことができるように増員する。財源の確保として、助成金申請先を開拓、

クラウドファンディング、寄付、サポーター会員などできることを試みる。 

 

写真の提出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


